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生涯学習情報を探すなら……

【生涯学習情報提供サイト】

会期：令和４年７月１２日（火）～９月４日（日）
｠

『おくのほそ道』と草加のゆかりを伝える企画展

「草加といふ宿‐『おくのほそ道』の舞台・草加‐」を開催しました

図書館でもお家でも読書ができます

皆さまのご利用を
　お待ちしています！

【サークルガイドブック】

冬の図書館もイベント盛りだくさん！
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日頃の活動の成果を披露する場である平成塾活動合同発表会が、２０２２年６月２８日から７月１日、中央公民館にて行われました。
今年度で２５回目、新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開催となりました。
ホールの部では、ダンス・詩吟・舞踊・マジック等の発表が行われ、展示の部では、書道・手芸・生け花等が展示されました。

　高年者のふれあいや生きがいづくり、
共同学習、また地域の子どもたちとの
世代間交流の場として、小学校施設の
一部を活用した生涯学習施設です。書
道や詩吟、手芸、マジック、囲碁、卓球、
フラダンスなど、様々なサークル活動
が行われています。

平成塾とは

①草加平成塾　②栄平成塾
③新田平成塾　④八幡北平成塾
⑤新栄平成塾　⑥瀬崎平成塾
⑦小山平成塾　⑧氷川平成塾
⑨清門平成塾　⑩青柳平成塾
⑪長栄平成塾　⑫新里平成塾
⑬八幡平成塾　

活動中の平成塾一覧

子ども シニア

第２５回平成塾活動合同発表会 が開催されました！

そうか市民大学

　全国１３０紙を読み比べて、壁新聞を制作するワーク
ショップから始まり、ロシアのウクライナ侵攻をめぐる「８
月ジャーナリズム」、情報社会で変わる新聞の「楽しみ方」
や、新型コロナ、フェイクニュースの拡散、SNS時代の
情報との接し方を学びました。

情報社会と新聞
～ SNS時代の情報との付き合い方～

　現役の行司として日々活躍されている芝田山部屋
所属の木村銀治郎先生が、大相撲に関するウラ話
を、３週にわたり教えてくださいました。
　受講生の皆さんも、大相撲について、知りたいこ
とや気になることを、たくさん質問できました。

大相撲を楽しむ
 　NHK交響楽団のメンバーがリレー形式で講師と

なり、それぞれの楽器の仕組みや特徴、曲の中での
役割や作曲家が作品に込めた思いなど、解説を交え
ながら演奏してくださいました。また、思い出に残る
演奏家や自身が歩んだ演奏家人生など、オケマンな
らではのエピソードも聞けて楽しい講座でした。

 

N響そうか土曜クラシック

学びたいこと、先生、仲間が見付かる！

今後も、「草加市はおくのほそ道ゆかりの地だ！」と胸を張れるよう、
資料の収集や講座などに取り組みます。

そうか市民大学は、毎年４月～８月頃に前期、９月～１２月頃に後期の講座を、それぞれ４～５講座ほど開講します。
それぞれの講座は、「そうか市民大学推進委員会」の方々のご協力のもとに、企画・運営されています。
どの講座も魅力あふれる講師ばかりで、楽しみながら学習できます。どなたでも、お気軽にご参加ください！

　草加は、江戸時代の俳人・松尾芭蕉が著した紀行文『おくのほそ道』に「其日漸早加と云宿に
たどり着にけり」と地名が登場する他、市内に国の名勝「おくのほそ道の風景地　草加松原」も所
在し、多くの方に「おくのほそ道ゆかりの地」として知られています。
　でも、「ゆかり」とは何か尋ねられると、答えるのが難しい方もいるのではないでしょうか。『おく
のほそ道』は旅日記ではなく文学作品です。事実を基に脚色された作品だからこそ、芭蕉が草加と
いう地名に込めた意味があるはずです。

　企画展では、「漂泊の詩人・松尾芭蕉」「『おくのほそ道』の旅・最初の一日」「早加といふ宿」
「草加松原の風景」の４つのコーナーを設け、改めて草加と『おくのほそ道』のゆかりを考
えていただく機会としました。
　「『おくのほそ道』の旅・最初の一日」のコーナーでは、『おくのほそ道』の版本や旅に赴く
直前に芭蕉がしたためた書簡の複製・写真画像を紹介しました。書簡からは芭蕉の旅に寄せ
る期待・高揚感がうかがえますが、『おくのほそ道』では不安感も加わった複雑な気持ちが
強調されています。
　また、旅に同行した河合曽良の日記には、初日は粕壁宿（春日部市）近辺に宿泊したと
記されています。『おくのほそ道』は芭蕉の胸中を反映した足取りの重さを表現するため、
あえて千住宿から一駅先の草加の地名が取り上げられたと考えられます。
　旅に赴く覚悟が定まらない芭蕉の気持ちが表されていることが、草加と『おくのほそ道』
のゆかりといえるのではないでしょうか。
　

　この他、関連事業として、会期中に連続講座「そうか芭蕉塾」を開催しました。元東洋大学
文学部教授の谷地快一氏を講師に迎え、４回にわたり、『おくのほそ道』須賀川から瑞巌寺の章
段を学習しました。新型コロナウイルスの影響により、３年ぶりの開催となりましたが、多くの方に
ご参加いただき、大変盛況な講座となりました。また、職員による展示解説も実施し、多くの方に
ご参加いただきました。

★図書館へのアクセス★
獨協大学前＜草加松原＞駅西口より徒歩１分
駐輪ラック：３時間まで無料　駐車場：有料
※いずれもハーモネスタワー松原敷地内
★電子図書館★
草加市電子図書館は、スマートフォンやパソコン等から、いつでも
どこからでも、電子書籍を借りて読むことができる非来館型のサー
ビスです。
文字サイズの変更、音声読み上げ機能付きの電子書籍もあります。
図書館の利用登録をして、ぜひご利用ください。
★L.V.S.（図書館ボランティア草加）★
 Ｌ.Ｖ.Ｓ. の皆さん（会員１１０名）には、ボランティア活動を通じて、中央図書館の運営をサポート
していただいています。活動に興味のある方は、中央図書館までぜひご連絡ください！
　

サークルガイドブック『マイ・
ステージ』では、市内の公共
施設等で活動しているサー
クルをご紹介しています。
活動のジャンルはスポーツ・
家庭生活・芸術・音楽etc…皆
さん、楽しく活動されていま
す。あなたも、きっと参加して
みたいサークルが見付かる
はず！

　体験講座では、様々な分野の講座を毎月開催しています。開催講座は、毎月の広報そう
か２０日号でお知らせしています（※1月のみ1月1日号）
　体験講座の講師は、指導者バンクの登録講師です。登録講師は、生涯学習に関する専
門的な知識・経験・技能のある方ばかり。それぞれの分野について、分かりやすく教えてく
ださいます。
　また、指導者バンク登録講師の協力により開講しているため、指導料は無料です。各講
座とも、材料費・資料代のみでご参加いただけます。
　"やってみたい！"　"やってみようかな？"　と思える講座を見付けたら、是非ご参加ください。
　体験講座の参加者は、皆さん同じ興味を持っている人ばかりです。講座を通して、一緒に
学んでいける仲間を見付けて、つながりを深めてみませんか？

会場の皆さんは、どの回も
とても楽しそうに
受講されていました。

↑木村先生が場所中に実際
にお召しの見事な装束

第１回目ワークショップの様子。
自分の好きな記事
を切り抜き、
「まわし読み新聞」
を制作しました。

▲第１回講義
「中国語で中華料理をオーダーしよう」

▲第２回講義
「喜んでもらえるアイスクリームってどん
なもの？～働くことを考えてみよう～」

▲第４回講義
「戦争はなくせるの？」

▲第５回講義
「手話で伝える言葉の魅力」

▲第３回講義
「ブレッドボードを使った電子工作」

子ども大学そうか 生涯学習体験講座

ホールの部 展示の部

対象は、市内の小学校
５年生・６年生です。

本大学はとても人気で、毎年
多くの方からお申込みを
いただいています！

12月

1月

2月

in れきみん

■開館時間　※火曜日は休館
　〈月・水～土曜日〉　９時～２０時
　　　　　　　　　　※児童室は１８時まで
　〈日曜日・祝日〉　　９時～１７時
　　　　　

TEL：048-946-3000
FAX：048-944-3800

生涯学習情報提供サイ
ト『マイ・ステージ』
では、講座やイベント、
サークルの情報を掲載
しています。イベント
情 報の 掲 載や申込
フォームの設置もして
いますので、ぜひ一度
アクセスしてみてくだ
さい！

TOPページ▶

図書館HP 電子図書館

※詳細は、図書館ホームページ・広報そうか各月２０日号でご確認ください。

◆工作会　１２月１７日（土）①１３時３０分～１３時５５分
　　　　　　　　　　      ②１４時０５分～１４時３０分
◆おはなし会　１２月２４日（土）１１時３０分～１２時

◆新春図書館寄席　１月14日（土）14時～15時
　「佐野山」「厄払い」
◆大人映画会　１月１５日（日）１４時～１５時４０分
   「コーラス」

◆木曜シアター 　２月９日（木）１４時～１５時３０分  
　「劇団かかし座創立６０周年　ドキュメンタリー映画　影たちの祭り」
◆家庭向け読み聞かせ講習会　２月２３日（木・祝）14時～15時
　家庭での読み聞かせにおすすめの絵本の紹介、わらべうたのレクチャー等
◆工作会　２月２５日（土）①１３時３０分～１３時５５分
　　　　　　　　　　　②１４時０５分～１４時３０分

そのひやうやうそうか　いふしゅく

つき

子ども大学そうかは、獨協大学との共催で実施している「子どものための大学」です。
大学教授や専門家の先生が、身近なテーマについて、分かりやすく教えてくださいます。
今年度も、全５回の講義を受講した皆さんは、一生懸命学び、考え、楽しみました。


